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第２章 計画の進行管理 

 

第1節 基本的な考え方 

 

１ 「みえ県民力ビジョン」の進行管理 

「みえ県民力ビジョン」の推進にあたっては、PDCA（計画・実行・評価・改善）のサイク

ルに基づき、常に県民の皆さんに成果が届いているかを意識しながら、「行動計画」の目標達

成に向けた的確な進行管理に努めます。 

 

①計画（PLAN） 

長期的な戦略計画である「みえ県民力ビジョン」と中期の「行動計画」に基づく単年度の

方針として「経営方針」を策定し、当該年度の政策課題や行動指針を明確にします。 

②実行（DO） 

部局長、副部長、課長等は、自身のマネジメント方針や所管する事業の目標等を定め、各

所属組織において経営方針を具体的に展開します。 

③評価（CHECK） 

計画に基づき、取り組んだ施策等の進捗状況について評価を行います。 

④改善（ACT） 

評価によって明らかになった施策等の成果や課題、翌年度への改善方向については、「成果

レポート」として取りまとめ、県民の皆さんにわかりやすくお伝えします。 

 

図 「みえ県民力ビジョン」進行管理の仕組み 
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第２節 県民の幸福実感の把握 

「みえ県民力ビジョン」では「幸福実感日本一」の三重をめざすことから、政策分野ごと

に「幸福実感指標」を設定しています。第三次行動計画では、15の政策分野ごとに「幸福実

感指標」を設定し、「主指標」に加えて、「幸福実感指標」の推移を把握することで、行動計画

全体としての進行管理に努めるとともに、「成果レポート」に記載して公表します。 

なお、「幸福実感指標」は、県民の皆さんを対象に「みえ県民意識調査」を実施することで、

毎年把握することとします。 

施策ごとに設定する「主指標」が県をはじめとしたさまざまな主体の活動による県民の皆

さんにとっての成果を、数値目標を設けて評価するための指標であるのに対して、「幸福実感

指標」は、一人ひとりが生活している中で感じる政策分野ごとの実感の推移を調べ、全体と

しての幸福実感を把握するための指標であり、目標値の設定はしません。 

 

●幸福実感指標 

 政策分野 指      標 

Ⅰ

「
守
る
」 

Ｉ－１ 

防災・減災、国土強靱化 

災害の危機への備えが進んでいると感じる県

民の割合 

Ｉ－２ 

命を守る 

必要な医療サービスを利用できていると感じ

る県民の割合 

Ｉ－３ 

支え合いの福祉社会 

必要な福祉サービスを利用できていると感じ

る県民の割合 

Ｉ－４ 

暮らしの安全を守る 

犯罪や事故が少なく、安全に暮らせていると

感じる県民の割合 

Ｉ－５ 

環境を守る 

身近な自然や環境が守られていると感じる県

民の割合 

 

 政策分野 指      標 

Ⅱ

「
創
る
」 

Ⅱ－１ 

人権の尊重とダイバーシティ社

会の推進 

性別や年齢、障がいの有無、国籍などにとらわ

れず、誰もが社会に参画できていると感じる

県民の割合 

Ⅱ－２ 

学びの充実 

子どものためになる教育が行われていると感

じる県民の割合 

Ⅱ－３ 

希望がかなう少子化対策の推進 

結婚・妊娠・子育てなどの希望がかなっている

と感じる県民の割合 

Ⅱ－４ 

三重とこわか国体・三重とこわ

か大会の成功とレガシーを生か

したスポーツの推進 

スポーツをしたり、みたり、支えたりする環境

や機会が整っていると感じる県民の割合 

Ⅱ－５ 

地域の活力の向上 

自分の住んでいる地域に愛着があり、今後も

住み続けたいと感じる県民の割合 
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 政策分野 指      標 

Ⅲ

「
拓

ひ
ら

く
」 

Ⅲ－１ 

持続可能なもうかる農林水産業 

三重県産の農林水産物を買いたいと感じる県

民の割合 

Ⅲ－２ 

強じんで多様な産業 

県内の産業活動が活発であると感じる県民の

割合 

Ⅲ－３ 

世界の三重、三重から世界へ 

国内外に三重県の魅力が発信され、交流が進

んでいると感じる県民の割合 

Ⅲ－４ 

多様な人材が活躍できる雇用の

推進 

働きたい人が仕事に就き、必要な収入を得て

いると感じる県民の割合 

Ⅲ－５ 

安心と活力を生み出す基盤 

道路や公共交通機関等が整っていると感じる

県民の割合 

 

 

第３節 行政経営資源の見通し 

 

１ 行財政改革取組 

（行財政改革取組） 

行財政改革においては、県民サービスの向上に向けて、「県民力でめざす『幸福実感日本一』

の三重」という基本理念を実現するため、県政の展開として「みえ県民力ビジョン」で掲げ

る「県政運営の基本姿勢」に基づくさらなる変革を促進する取組を、ポイントを絞って重点

的に進めることとします。 

具体的には、協創の取組を進め、県民の皆さんに成果を届けるために、働き方改革やスマ

ート自治体をめざす取組など「スマート改革」を積極的に推進します。また、県民の皆さん

の信頼をより高めるため、コンプライアンスの取組を徹底するとともに、県財政の健全化に

向けて、持続可能な行財政運営を確保していきます。 
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・回答者数：約 2,800 人。 

・都会的な施設やイベント等の充実 

都会的な施設やイベント等の充実度についての意見が約半数を占めました。 

具体的には、「オシャレなカフェ」、「大きな商業施設」、「レジャースポット」、「Ｊリーグに利用でき

るサッカー場」、「ライブのできるドーム」等の建物を増やしてほしい、「三重県全体を巻き込むイベ

ントを開催してはどうか」、「イベントの回数を増やしてほしい」などの意見が挙げられました。 

・公共交通、道路インフラ 

「県外との移動を便利にしてほしい」「電車やバスの本数を増やしてほしい」などが多数挙げられま

した。このほか「終電の時間が早い」、「交通費を安くしてほしい」、「公共交通機関（新幹線、リニア、

空港、鉄道）を整備してほしい」、「全ての駅でＩＣカードを使えるようにしてほしい」、「市街地以外

の道路を整備してほしい」、「車の渋滞の緩和をしてほしい」などの意見も挙げられました。 

・教育 

「大学、専門学校を創ってほしい」、「勉強する場を整備してほしい」、「保育所をつくってほしい」「子

どもが遊べるような公園をつくってほしい」などの意見が挙げられました。 

・広報 

「もっと三重のいいところをアピールしてほしい」「インスタ映えを増やす」などの意見が多く挙げ

られました。また、宣伝方法としては、ラジオ、ＴＶ、ポスター、動画、インターネット広告、ＣＭ、

アニメ、漫画、ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔeｒ、インスタグラム）などの意見が挙げられました。 

 ・その他 

「今のままでいい」という意見も挙げられるなど、現状に満足している回答もみられました。 

 

大学生等にＱ13 で回答した、就職した

い地域を希望する理由を質問したところ、

「地元（出身地）の企業に就職したいか

ら」が 50.3％と最も高く、次いで「就職

したい企業があるから」（18.1％）、「自分

の能力・知識・資格を活かせる機会が多い

から」（14.6％）という結果になりまし

た。 

１．就職したい企業があるから ２．地元（出身地）の企業に就職したいから ３．大手企業に就職したいから 

４．自分の能力・知識・資格を活かせる機会が多いから ５．選んだ地域の企業の情報が多いから 

６．待遇や福利厚生が良い企業が多いから ７．地域に貢献したいから ８．家業を継ぎたいから ９．その他 
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Ｑ１５：三重県にもっと多くの若い人が住んでもらうためには、何が必要と思いますか。（自由意見）

（高校生等のみ） 

Ｑ１４：選んだ地域での就職を希望する理由は何ですか。（大学生等） 
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令和元（2019）年 11 月 

三重県戦略企画部企画課 

 

〒514-8570 津市広明町 13番地 

TEL 059-224-2025  FAX 059-224-2069 

E-mail kikakuk@pref.mie.lg.jp 

URL http://www.pref.mie.lg.jp/VISION/index.htm 

 


